
変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項ＷＥＢサイト　URL URLの変更 2019年3月

【15ページ】
第1部Ⅳ
　5.先修制
　　教養教育科目

教養教育科目「初修外国語コ
ミュニケーションⅡ」の先修制
（履修の条件となる授業科目
および単位数）

2019年3月

【16ページ】
第1部Ⅳ
　5.先修制
    3)その他授業科目にかかる先修制

コース指定外国語[英語コミュ
ニケーションⅡ」・「初修外国語
コミュニケーションⅡ」の先修
条件（履修の条件となる授業
科目および単位数）

2019年3月

【53ページ】
第2部
　2-1.教養教育科目開設科目一覧

教養教育科目開設科目
（言語科目〈選択外国語科目〉）

2019年3月

【95ページ】
第2部
　4.各コースについて
　（3）スポーツサイエンスコース
　　3)資格試験の受験資格を得るために
　　　必要な科目

「トレーニング指導者」資格試験の受験資格を
得るために必要な科目（特別演習）

2019年3月

履修要項変更点一覧【2019（令和元）年度入学生対象】

変更前 変更後

－

以下の科目について、2015年度以降入学生の履修を可能とする。

※「ペルシア語ⅡA」（2単位）「ペルシア語ⅡB」（2単位）の先修条件（履修の要件となる授業科目及
び単位数）は、「ペルシア語ⅠA」（2単位）または「ペルシア語ⅠB」（2単位）。

http://kyoga.fks.ryukoku.ac.jp/rishu/

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

【変更事由】
Google Chromeをはじめとする各社のブラウザは、よりわかりやすいセキュリティ情報を配信するた
めに、HTTPSのWebサイトを「安全」、HTTPのサイトを「危険」と表示するシステムを導入しました。
これに伴い、本学もHTTPSでWebサイトを表示できるように対応しました。

「特別演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田）」 「特別演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田・鈴木）」
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2019（令和元）年度入学生対象】

変更前 変更後

【64ページ】
　Ⅲ. 経営学部専攻科目の教育目的および履修方法
　　　3. 専攻科目一覧表
　      　下から8行目

開講科目の追加 2019年3月

【102ペ ジ】
 環境サイエンスコース開設科目および配当セメス
ター
　　（2015年度以降入学生）

選択必修科目
　「コンピュータシステム論」

2020年3月

【49ページ】
 3.教養教育科目の教育目標および履修方法
　　(5)予備登録が不要な科目
　　　（2019年度入学生）

ドイツ語セミナーⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
フランス語セミナーⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
中国語セミナーⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
スペイン語セミナーⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
コリア語セミナーⅠA・ⅠB・ⅠC・ⅠD
ドイツ語セミナーⅡA・ⅡB・ⅡC・ⅡD
フランス語セミナーⅡA・ⅡB・ⅡC・ⅡD
中国語セミナーⅡA・ⅡB・ⅡC・ⅡD
スペイン語セミナーⅡA・ⅡB・ⅡC・ⅡD
コリア語セミナーⅡA・ⅡB・ⅡC・ⅡD

2020年3月

【19ページ】
Ⅴ.履修登録
２．履修登録制限単位数

文言の追加 2020年3月

【65ページ】
　３.専攻科目一覧
　　専攻科目一覧表

開講科目の追加 2020年3月

履修要項内の「時間割冊子」という文言すべて
時間割冊子の廃止に伴い、
「時間割冊子」の文言を修正

2020年3月

【113ページ】
第４部
　Ⅲ..学籍の取り扱い
　　3,学生証
　　　　　(2)、(3)

文言の修正 2020年3月

ー
（注5）直前学期の累積GPAが3.5以上の場合、次学期の履修登録の際に履修登録制限単位数を2
単位増やします。履修登録制限単位数を超えて履修を希望する場合は、予備・事前登録期間に経
営学部教務課までご相談下さい。GPA制度については、P.26を参照してください。

－

時間割冊子 履修登録要領冊子、Web履修登録画面および時間割データ

(2)入学時に交付した学生証は、卒業するまで使用しますので大切に扱ってください。
ただし、在籍を証明する「在籍確認シール」は毎年学年始めに配付します。新しい「在
籍確認シール」を受け取ったら、速やかに前年度のシールと貼り替えてください(新入
生は、住所欄に現住所を正確に記入し、学生証の指定された場所に各自貼ってくだ
さい)。
なお、シールを重ねて貼ると、カードに登録されている情報が認識されず、図書館に
入館できないなどのトラブルが発生することがあります。必ず、前年度のシールをは
がしたうえで、新しいシールを貼ってください。
また、当該年度の「在籍確認シール」が貼られていない学生証は無効として取り扱い
ますので注意してください。

(3)学生証の記載事項に変更が生じた場合は、速やかに経営学部教務課窓口にその
内容を届け出てください。

(2)入学時に交付した学生証は、卒業するまで使用しますので大切に扱ってください。ただし、在籍
を証明する「在籍確認シール」は、毎年学年初めに配布します。新しい「在籍確認シール」を受け
取ったら（在学生は、必ず前年度のシールをはがしたうえで）、速やかに新しいシールを貼ってくだ
さい。
シールを重ねて貼ると、カードに登録されている情報が認識されず、図書館に入館できないなどの
トラブルが発生することがあります。
　なお、当該年度の「在籍確認シール」が貼られていない学生証は、無効として取り扱いますので
注意してください。

(3)学生証の記載事項に変更が生じた場合は、速やかに経営学部教務課窓口にその内容を届け
出てください。ただし、「在籍確認シール」に記載されている“通学区間情報”を変更する場合は、
ポータルサイトの“連絡先・通学情報登録”画面にて変更のうえ、経営学部教務課窓口で「在籍確
認シール」の交付を受けてください。

－

前年度後期受講生のみ前期履修可能（後期卒年次生履修不可）（注釈） －

予備登録が不要な科目 事前登録が必要な科目
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2019（令和元）年度入学生対象】

変更前 変更後

【27ページ】
第１部
　Ⅴ.成績評価
　　11.追試験

文言の削除 2020年3月

【P.107】
Ⅴ.その他の教育課程・教育プログラム
４．東洋大学・龍谷大学間相互学生交流プログラム
（ICAAP）

文言の追加 2020年3月

【71ページ】
8.演習論文提出要領（4年次生）

2020年3月

【19ページ】
2.履修登録制限単位数

文言の追加 2020年5月-

＜２年次生＞
　・2020前期（3セメ）に「情報リテラシー」の登録を行い、且つ2020年度後期（4セメ）の事前登録期
間に「情報リテラシー」を登録した者に限り 、2020年度後期（4セメ）の履修登録制限単位数を22単
位から23単位に変更する。

-

(3)論文題目提出：7月中旬（予定）に、経営学部教務課へ提出（原則として
　　変更は認められません。提出日は後日掲示します）。

(3)論文題目提出：7月中旬（予定）に、各演習のmanaba courseより提出（原則として
　　変更は認められません。提出期間は後日掲示します）。

　経営学部では、1999年4月から東京にある東洋大学経営学部との間で単位互換のための相互
学生交流プログラム(Inter College Academic Alliance Program)を実施しています。
　東京と京都という文化的、地理的風土を全く異にする他地域・他大学で学ぶことにより、同一地
域・同一圏内の大学のみで学ぶ以上の幅広い視点からの学習が可能になり、多様で新鮮な経験
を積む機会を得ることを目的としたものです。
　詳細は経営学部教務課にお問い合わせください。

[東洋大学経営学部での学び]
経営学科、マーケティング学科、会計ファイナンス学科の3学科の授業を履修することが可能で
す。本学にはないマーケティング学科や会計ファイナンス学科があることから、マーケティングや金
融に関する科目も充実しています。是非このプログラムを活用して幅広く学びを深めてみてくださ
い。

[派遣対象学生]　経営学部２・３年次生
[応募資格]　各セメスターごとに必要修得単位数が定められています。応募時においては単位修
得見込みで可とします。ただし、派遣時に必要単位数の修得ができなかった場合には、派遣を取り
消します。

[派遣期間]　①前期（半年間）
　　　　　　　　②後期（半年間）
　　　　　　　　③前期・後期（一年間）

[派遣人数]　若干名

[選考方法]　書類審査・面接

[派遣キャンパス]　東洋大学白山キャンパス(東京都文京区白山5-28-20)

[関連HP]　東洋大学経営学部　http://www.toyo.ac.jp/nyushi/undergraduate/fba/

（1）　～
　　なお、定期試験当日、医師の判断の結果、インフルエンザなどの流感により外出
が制限され、定期試験を受験できなかった場合は、追試験申込期限内に経営学部教
務課まで連絡してください。（電話による連絡可）

（1）　～
　　なお、定期試験当日、医師の判断の結果、インフルエンザなどの流感により外出が制限され、
定期試験を受験できなかった場合は、追試験申込期限内に経営学部教務課まで連絡してくださ
い。 （電話による連絡可）
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2019（令和元）年度入学生対象】

変更前 変更後

表の追加
【37ページ】
１．教養教育とは
（３）カリキュラムマップ

2020年9月-
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2019（令和元）年度入学生対象】

変更前 変更後

【xviiiページ】
休講・補講・教室変更情報
＜注意事項・補足＞

文言の修正 2021年3月

【7ページ】
第1部 履修の心得
Ⅲ．単位制度と単位の認定
4.授業時間

授業時間の変更 2021年3月

【22ページ】
第1部 履修の心得
Ⅴ．履修登録
５．履修辞退制度
（３）履修辞退できない科目

学部等が設定する履修辞退対象外科目の一
覧の変更
（「経営学部」欄から「演習」と「応用演習」を削
除）

2021年3月

【23ページ】
第1部 履修の心得
Ⅴ．履修登録
５．履修辞退制度
（５）履修辞退の申し出方法

文言の追加 2021年3月

【29ページ】
第1部 履修の心得
Ⅵ．成績評価
12.筆頭試験時間

筆頭試験時間の変更 2021年3月

・本学以外の第三者機関による休講情報提供サービス等が存在しますが、本学が提
供する公式の情報は上記サイトのみです。

・本学以外の第三者機関による休講情報提供サービス等が存在しますが、本学が提供する公式
の情報はポータルサイトの情報を確認してください。

-
（注）演習，応用演習を辞退する場合は，各セメスターのWeb履修登録期間または、履修辞退期間
に，経営学部教務課窓口にて所定の手続きが必要です。
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2019（令和元）年度入学生対象】

変更前 変更後

【18ページ】
第1部 履修の心得
Ⅳ．授業科目の開設方法
オンライン授業について

ページの追加 2022年2月

【28ページ】
第1部 履修の心得
Ⅵ．成績評価
11．追試験

欠席理由証明書の変更 2022年2月

【93ページ】
第2部 教育課程
Ⅳ．学部共通コース
4.各コース
（3）スポーツサイエンスコース

文言の修正 2022年2月

【19ページ】
第1部 履修の心得
Ⅴ．履修登録
2.履修登録制限単位数

文言の削除 2025年4月

【117ページ】
第4部 学修生活の手引き
5.休学と復学
（4）の下に追記

文言の追加 2022年4月

【117ページ】
第4部 学修生活の手引き
5.休学と復学
（5）の下に追記

文言の追加 2025年4月

【118ページ】
第4部 学修生活の手引き
6.再入学
（4）の内容変更

文言の追加 2025年4月

【118ページ】
第4部 学修生活の手引き
7.編入学・転入学
（3）の内容変更

文言の修正 2025年4月

履修要項全体 文言の修正 2025年4月

－

「オンライン授業について」（以下、PDFファイル）を追記。

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/pdf/02/2022/online_lebjhuc.pdf

　追試験受験希望者は、追試験受験願および試験欠席理由書・欠席理由証明書(医
師診断書、交通遅延証明書または事故理由書、就職試験等による場合は会社ある
いは団体が発行する証明書等)をその科目の試験日を含めて4日以内（土・日・祝日
は含めない。ただし、土曜日が試験日の場合は試験当日を含む4日以内）に経営学
部教務課窓口に提出しなければなりません。
　交通遅延証明書のうち、WEB発行によるものは、本人が乗車したことを照明するも
のではありませんので、欠席理由の証明書として、本学では取り扱いできません。
交通遅延証明書は従来通り、「本人が乗降した際に各駅にて受け取ることができるも
の」のみを証明書として取り扱います。

追試験受験希望者は、追試験受験願および欠席理由証明書(医師診断書、交通遅延証明書（WEB
発行の証明書可）または事故理由書、就職試験等による場合は会社あるいは団体が発行する証
明書等)をその科目の試験日を含めて4日以内（土・日・祝日は含めない。ただし、土曜日が試験日
の場合は試験当日を含む4日以内）に経営学部教務課窓口に提出しなければなりません。

（4）「健康運動実践指導者」、「アシスタントマネジャー」、「トレーニング指導者」の資
格を取得したい学生は、以下に記載してあるそれぞれの解説をよく読んで必要な科
目を履修してください。

〈『健康運動実践指導者』『アシスタントマネジャー』『トレーニング指導者』等の資格取
得希望者へ－科目履修上の注意－〉

スポーツサイエンスコースには、『健康運動実践指導者』『アシスタントマネジャー』『ト
レーニング指導者』等の資格取得を希望する学生に対応したカリキュラムが用意され
ています。それぞれの資格取得に必要な科目をあらかじめ確認し、科目の履修登録
を行ってください。

（4）スポーツサイエンスコースには、『健康運動実践指導者』『アシスタントマネジャー』『トレーニン
グ指導者』等の資格取得を希望する学生に対応したカリキュラムが用意されています。以下に記
載の資格取得に必要な科目をあらかじめ確認し、科目の履修登録を行ってください。

（注2）編転入学した者のカリキュラムは、編入学または転入学した年度ではなく、入
学を認められた学年の在学生と同様のカリキュラムを適用します。再入学した者につ
いては、原則離籍前と同年度のカリキュラムを、復学した者については、休学前と同
年度のカリキュラムをそれぞれ適用します。

削除

予備登録
事前登録
本登録

（3）他の大学へ転学を希望する学生は、学長に願い出てその許可を受けなければならない。（学
則19条）
※本学の他学部（同一学部内の他学科・専攻を含む）への転入学の場合は、学則19条に基づく退
学の手続きが必要となります。また、編転入学した者のカリキュラムは、編入学または転入学した
年度ではなく、入学を認められた学年の他の在学生と同様のカリキュラムを適用します。

（4）再入学を願い出る時は、学費等納入規程に定める受験料を納め、所定の期間内に手続きをし
なければなりません。なお、出願期間、出願書類等については入試部に問い合わせてください。
なお、再入学した者については、原則として、入学を認められた学年の他の在学生と同様のカリ
キュラムを適用します。

（4）再入学を願い出る時は、学費等納入規程に定める受験料を納め、所定の期間内
に手続きをしなければなりません。なお、出願期間、出願書類等については入試部に
問い合わせてください。

（3）他の大学へ転学を希望する学生は、学長に願い出てその許可を受けなければな
らない。（学則18条の3）

抽選登録
選抜登録
オープン登録

（6）復学した際のカリキュラム
復学した者については、休学前と同様のカリキュラムをそれぞれ適用します。

-

（5）休学による学年進行
　学年進行するためには，各年度末の時点で当該学年における1 年以上の在学歴が必要と
なります。例えば1 年生の時に第1 学期もしくは第2 学期のいずれか1 学期間の休学をし
た場合，在籍2 年目となる翌年度の一年間も1 年生の扱いとなります。このことにより，
在籍2 年目も1 年生対象の科目しか受講できない可能性がありますので，休学する場合は
履修計画に注意してください。

-

6 ページ


